
防火区画貫通処理簡易工法

写真・イメージ

概要

設計 躯体施工 内装施工 外構施工 　
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備考
注意事項

適用範囲
仕様

用途

概要（効果・特徴・メリット等）

熱膨張材積層防火ケースを防火区画壁・床貫通部に通線物を挟んで挿入するだけで施工が完了する

工程

効果

・モルタル、パテ充填不要の乾式工法であり、防火ケース挿入のみにより労務の削減を図る
・通線物はケースに入る分だけ通線可能で、占積率（１開口に対する通線量）の管理が不要
・ケーブル（6600Ｖ200□以下）以外に、PE54以下、FEP65以下、VE・HIVE70以下の単独
　あるいは混在通線箇所にも使用可能

・国土交通大臣認定番号。（対象：建築基準法規定の防火区画貫通部処置）
　　壁：PS060WL-0971、床：PS060FL-0926
・消防評定番号。（対象：総務省令４０号適用の特定共同住宅内、消防法規定の共住区画貫通部処置）
　　壁：KK28－005号、床：なし
・壁・床とも防火ケースは共用。
　（SPOT50：φ50㎜用/SPOT75：φ75㎜用/SPOT100：φ100㎜用の3品番）
・施工後に貼り付ける「工法表示ラベル」は製品に同梱。（別途、請求も可能）
・防火区画となるＬＧＳ両面ボード壁へ適用する場合、0.24㎜以上の鋼製スリーブを要設置。
・遮音処置が必要な場合、別途、ロックウールあるいはパテをケース反対側に要充てん。

・壁：RC・ALC壁およびLGS両面ボード重張壁（中空間仕切壁）　厚さ100㎜以上
・床：RC・ALC床　厚さ100㎜以上
参考メーカー等：古河電気工業㈱

共同住宅、老人ホーム　等
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